
●日程と会場
会場開催：
　　11月 5・6・7日（火・水・木）　10:00 ～ 18:00
　　パシフィコ横浜 _ホールC、アネックスホール
　　　（神奈川県横浜市西区みなとみらい 1-1-1）
オンライン開催：
　　11月 16日（土）～ 24日（日）
　　https://www.libraryfair.jp/
　　‌‌webinar や動画配信などを通じ、たくさんの講演会・ディスカッ
ション・ワークショップ等が催されます。

·‌‌参加：　会場入場、オンライン参加とも無料。会場内イベントは一
部を除き参加無料。アカウントへの登録ですべてのオンラインコン
テンツが見られるようになります。
· 主催：　図書館総合展運営委員会
·‌‌後援： 総務省／文部科学省／経済産業省／国立国会図書館／国立公文書館／科学技術
振興機構／国立情報学研究所／神奈川県教育委員会／横浜市教育委員会／日本図書館協会
／図書館振興財団／専門図書館協議会／神奈川県図書館協会／神奈川県資料室研究会／国
立大学図書館協会／私立大学図書館協会／国公私立大学図書館協力委員会／全国学校図書
館協議会／公立大学協会図書館協議会／私立短期大学図書館協議会／音楽図書館協議会／
日本医学図書館協会／日本薬学図書館協議会／日本農学図書館協議会／日本書籍出版協会
／知的資源イニシアティブ／石川県図書館協会／長野県図書館協会／大阪公共図書館協会
／東京都図書館協会／埼玉県図書館協会／山梨県公共図書館協会／奈良県図書館協会／長
野県図書館協会／愛知図書館協会／福井県図書館協会／島根県図書館協会／広島県公共図
書館協会／鹿児島県図書館協会／新潟県図書館協会　＊順不動　2024 年 9月 11日現在

·‌‌企画・運営：　株式会社カルチャー・ジャパン
　〒101-0054‌東京都千代田区神田錦町 1-23‌宗保第 2ビル 701
　TEL：03-6627-2411

　本展は、図書館業界のトレードショーまた図書館関連の交流会の場とし
て 1999 年に始まったものです（年１回秋開催。ほか 1-2 日イベントを各
地で開催）。公的機関・諸団体また研究者・NPOや学生などからの出展や
発表、また隣接領域である出版・情報・教育方面からの出展が増え続けた
ことで、「館種や立場を超えた参加のある、図書館界最大の情報交換の場」
との評を各方面からいただき今に至ります。この趣旨性格を担保するため、
図書館員・研究者・出展団体代表等で本展運営委員会を構成し、企画と運
営を行っています。

◆開催目的
・‌‌館種と立場を越えた図書館界全体の交流・情報交換の場を提供する。
・‌‌図書館または隣接周辺分野に関するトピック・技術・製品サービス情報
について<1年分のまとめ>の役割を担う。

・‌‌図書館界にくる新しい方々・団体にとってのガイダンスとなる。
・‌‌もって図書館界全体の振興と発展に寄与する。

◆運営
・‌‌運営経費は、すべてを出展者からの出展費用によって賄う。参加者から
参加料は徴取しない。

・‌‌運営事務は株式会社カルチャー・ジャパンが行い、運営方針や実施企画
の決定は上記の運営委員会で行っている。

・‌‌図書館にかかる諸官庁、機関、団体から後援を受け、本展運営にあたっ
ては、後援団体が後援にあたって求める規範に遵っている。

◆出展者
　‌‌学術研究機関、関連学協会、図書館及び博物館の設立・運営に関連する
企業（出版、印刷・製本、建築・設計、各種設備・備品・用品・装備、
情報・経営管理システム関係及びソフト、通信、教育 IT、人材派遣など）

◆来場者
　‌‌来場者層：小学・中学・高等学校図書館、大学・短大・高専図書館、公
共図書館、専門図書館、研究機関、博物館、文書館等の関係者、司書、
司書教諭、学校司書、学芸員、教職員、行政職員、地方議員、図書館情
報学研究者、図書館関連及び一般企業、学生、各館種図書館利用者

みなさまのご来場、ご参加をお待ちしております。
まずは公式webサイトからアカウントにご登録を。

https://www.libraryfair.jp/

第26回

新館・改築計画に向けたトレードショーとして、館種や立場を
超えた情報交流の場として、様々な目的にご利用いただけます。

図書館とともにすすめる まち・教育・情報の未来

シップ賞

ブック賞

カモメ賞

トソトソ賞
2024

〈入場・参加無料──会場、オンラインとも〉教育・行政関係の方、図書館・
文教施設にご関心をお持ちの方はどなたでもご参加いただけます。

11月5・6・7日（火・水・木）10:00～18:00
パシフィコ横浜ホールC、アネックスホールほか
神奈川県横浜市西区みなとみらい1-1-1
みなとみらい駅から徒歩5分、桜木町駅から徒歩12分

会場開催

11月16日（土）～24日（日）
ウェビナー、動画配信、web展示などを通じた
様々なイベントが開催されます。

オンライン開催

会場開催前後日を中心に催される「見学ツアー・
視察受入れ促進キャンぺーン」、来場をより実り
あるものにする「参加型発表企画」などへもぜひ
ご参加を。

会場来場特典〈スクラッチくじ〉
パシフィコ横浜会場に賞品交換所を設置します。
賞品は本券との引換えとなります。
※賞品が品切れになった場合、特典終了とさせて
　いただきます。ご容赦ください。

【運営・お問合せ先】
株式会社カルチャー・ジャパン
LF@j-c-c.co.jp　☎03-6627-2411　
〶101-0054 東京都千代田区神田錦町1-23 宗保第2ビル701
※本状の追加をご希望の方は公式webサイトよりお申込みください。

日本最大の図書館関連コンベンション

企画の詳細・アカウント登録などはこちらから
https://www.libraryfair.jp/　　　 招待券



【会場イベント一覧】
・会期中の会場内では、連日たくさんの様々な講演・ディスカッション・ワークショップ等が開催されます。
・参加に事前申込の必要なものが多いので、時間割とweb サイトにある各紹介ページでご確認のうえ、お早目のお申込みをおすすめします。

■ フォーラム　11 月 5 日（火） ■ フォーラム　11 月 6 日（水）
10:30 ～ 12:00 13:00 ～ 14:30 15:30 ～ 17:00

第 1 会場
アネックス

未来の図書館の手がかりを探
る

図書館DXを実践へ 著者・出版社・図書館による
読書バリアフリーへの挑戦

～札幌市図書・情報館×敦賀市知育・啓発施設「ちえなみき」、
二つの「発明」から見えたもの～

〜変革を起こす実践の現場から〜 —文芸3団体、出版 5団体、そして図書館の取り組み

●‌�京セラコミュニケーション
システム株式会社

●図書館総合展運営委員会
●丸善雄松堂株式会社

第 2 会場
アネックス

直木賞作家・今村翔吾氏と図書館を語る
～目指せ<図書館本大賞>創設～

地域の未来を拓く移動図書館
の可能性

生成AI と図書館 :
その初歩から最先端まで

移動図書館サービスの歴史を振り返り、移動図書館サービスの
役割と使命を再認識する●（株）図書館流通センター ●主催：(株）ライブラリー・アカデミー

　共催：(株）図書館流通センター●‌�（株）図書館流通センター

第 3 会場
アネックス

電子リソースの管理どうしてる？ - い
ちから分かるERMSの今とこれから -

●株式会社サンメディア

第 4 会場
アネックス

AI の実現とリスク、可能性、
図書館の未来

こんなときどうする？ 知的・発達障害の
ある利用者を図書館へ迎えるためのＱ＆Ａ

言語世界と人間性の深化へ

●図書館総合展運営委員会 ●‌�主催：（社福）埼玉福祉会
　共催：（株）図書館流通センター

第 5 会場
アネックス

学術コミュニケーションの
動向瞥見 2022-2024

刺さる！刺さらない？図書館イベント
考～心を掴む企画・告知術 10の極意～

●図書館総合展運営委員会 ●‌�図書館サービス計画研究所

第 6 会場
アネックス

図書館等の災害アーカイブ資
料を教育等でどう活用するか

本がある空間ReBorn
プロジェクト in 奥能登
石川県珠洲市で再開したいろは書店と能登の置き本に
ついて語ろう●‌�図書館総合展防災関係出展

チーム ●図書館総合展運営委員会

第 7 会場
展示会場２F

図書館をつくる人々 開かれた未来へ、共に歩む　OA
義務化と図書館員の新しい役割

－ライブラリーアーキテクトの実像 2

●図書館総合展運営委員会 ●丸善雄松堂株式会社

第 8 会場
展示会場２F

図書館－＜天使＞の棲むところ－　
W. ヴェンダースとA. キーファーを手掛かりに

共読サポーターズが語る！学生協働の本音：読
書がつなぐ出会いが大学生に何をもたらしたか
－先輩から後輩へ〈共読ライブラリー〉13年目の継承力

●株式会社キャリアパワー ●‌�帝京大学メディアライブラ
リーセンター

第 9 会場
展示会場２F

ちょっと寄り道ドキドキワク
ワク
湘南工科大学附属高等学校HABITAT の挑戦

●神奈川県図書館協会

10:30 ～ 12:00 13:00 ～ 14:30 15:30 ～ 17:00

第 1 会場
アネックス

図書館と書店の連携における、
「本のある場」の可能性を探る

オープンサイエンスを社会につなぐため
に―国立国会図書館の取組を踏まえて

16:00 ～ 17:00
図書館総合展落語会 2024　元図書館司書　
七代目古今亭志ん橋落語会

●丸善雄松堂株式会社 ●国立国会図書館 ●図書館総合展運営委員会

第 2 会場
アネックス

「地域の触媒となる図書館」
地域の資源を活用し、地域の人たちと地域課題を解決する

公共図書館と大学図書館による電子図書館連携
―地域の資源を活用し、地域の人たちと地域課題を解決する

●（株）図書館流通センター ●（株）図書館流通センター

第 3 会場
アネックス

オープンアクセス加速化事業　
中間報告会 
～加速後のその先の世界へ～

こう指す、こう来る、そこでこ
う指す：三手先の学術情報流通

日独における研究データ管理
サービスの現在地と展望

●‌�オープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR）

●‌�オープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR）

●‌�オープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR）

第 4 会場
アネックス

U40 Session リ・ボーン/新生

図書館を開き、次世代をいち早く受け入れる

●図書館総合展運営委員会

第 5 会場
アネックス

10:30 ～ 12:30 14:30 ～ 16:30
『本のおどうぐばこ のりを使った 糸綴じの
手帳を作ろう』

『本のおどうぐばこ のりを使った 糸綴じの
手帳を作ろう』

●キハラ株式会社 ●キハラ株式会社

第 6 会場
アネックス

変革する図書館、自治体の
新しい取組の最新事例！
～デジタル田園都市国家構想交付金申
請による自治体、図書館の町民サービ
スのさらなる有効活用事例のご紹介～
●株式会社内田洋行

第 7 会場
展示会場２F

シェア本棚は自己表現の場？
—市民参画型図書館のユートピアになり得るか—

YA の読書を地域で支える シンポジウム　音楽図書館協議
会の「これまで」と「これから」

～司書のイチオシ本から広がる読書の輪 創立 50周年を超えて

●日本事務器株式会社 ●みちねこステーション ●音楽図書館協議会

第 8 会場
展示会場２F

ウィキメディア・ムーブメン
トの今

「論語と算盤オンライン」を
使ってみよう！渋沢栄一の『論語と算盤』がス
マホやパソコンで読めるデジタルアーカイブをご紹介します！

わが国の学術コミュニケーショ
ンを支える新たな共同体の誕生

世界で、日本で、GLAMとの協働事例 UniBio Press からScholAgora へ

●‌�門倉百合子／ウィキペディ
ア展覧会

●‌�公益財団法人渋沢栄一記念
財団 情報資源センター

●‌�特定非営利活動法人 UniBio 
Press

第 9 会場
展示会場２F

図書館 DXの“本丸”はコレ
クションの拡充と活用！

図書館サービスを解決する
DXの次の一手！

『盲学校でマジックショーを！』
の著者に訊く

事例から考える「地域ならでは」の資源の発掘・共有と
生涯学習の支援・促進に向けたデジタル化の進め方

AI 探索・広域サービスを例として〜図書館の挑戦〜

●‌�図書館サービス向上委員会
（りぶしる）

●図書館総合展運営委員会
● TRC-ADEAC株式会社

各イベントは一部を除き参加無料



11 月 5 日（火） 11 月 6 日（水） 11 月 7 日（木）

10:00 ～ 10:15 運営委員会企画 運営委員会企画 運営委員会企画

10:45 ～ 11:30 読みづらさをかかえる方へ―
読みづらさを抱える方への支援
機器についてご紹介します！

図書館のリンクワーカーって
何？〜本と人、人と人とをむ
すぶ試み〜

司書さんたちの句歌会：
披露および表彰式

●‌�筑波技術大学読書バリアフリーコ
ンソーシアムテクノロジーハブ

● opSoL（本のとまり木） ●‌�司書さんの句歌会準備会

12:00 ～ 12:45 神奈川県資料室研究会　会員
交流サロン

【英語と子どもを笑顔でつな
ぐ】英語読み聞かせボラン
ティア養成

絵本専門士の
絵本トークライブ

公立図書館が出来る英語おはな
し会・多様性教育のサポート事
例などを、多文化共生と共に語る

●神奈川県資料室研究会 ●‌�かぞく英語研究所英語ソム
リエアカデミー

●‌�絵 本 専 門 士 ユ ニ ッ ト 
Eighth color

13:15 ～ 14:00 本がつくる、キミの未来のも
のがたり

研究者制作・監修！防災パネ
ル展示

ヒーローお話し会
＆ミニショー

国境を越えて「本の飢餓」を解
決する国際協力NGOの活動ーみ
んなでラオスの輪踊りを踊ろう！
●‌�特定非営利活動法人エファ
ジャパン

●‌�防災科学技術研究所　自然
災害情報室

●‌�本のヒーロー　ダクシオン

14:30 ～ 15:15 学校図書館から広がる学びの旅
八洲学園大学で一緒に始めませんか？
図書館員対象のリカレント教育の実際

フランスの本と図書館の
ダイナミズム

〈共読サポーターズ〉
帯づくりワークショップ②

目次読書で本の帯を作ろう！

●八洲学園大学 ●フランス大使館 ●‌�帝京大学メディアライブラ
リーセンター

15:45 ～ 16:30 JPCOAR スピーカーズコー
ナー

〈共読サポーターズ〉
帯づくりワークショップ①

社会教育士ってなあに？
～司書と社会教育士

目次読書で本の帯を作ろう！

●‌�オープンアクセスリポジト
リ推進協会（JPCOAR）

●‌�帝京大学メディアライブラ
リーセンター

●みちねこステーション

17:00 ～ 17:45 スーパースタッフによる雑誌
記事索引の作り方講座
Web OYA-bunkoのデータの作り方と
大宅壮一文庫の主なサービスの紹介

絵本と演劇で紛争を止める 書店減少は書籍流通革命の始
まりか？～急増するシェア書
店全国調査結果発表～

●‌�公益財団法人大宅壮一文庫 ●Peace Cell Project ●‌�図書館サービス計画研究所

・第 1～第 6会場はアネックスホール、第 7～第 9会場は展示棟 2階、スピーカーズコーナーは展示会場内（ホールC内）にあります。
・このほか、展示会場内各ブース内でもイベントが多々企画されます。詳細はweb サイトで。

■ ‌�オンライン 2期〈11月 16日（土）～ 24日（日）〉のイベントについては、‌
公式web サイトの［イベント］>［カレンダー］から日程と内容をご覧ください。

■ フォーラム　11 月 7 日（木） ■ スピーカーズ・コーナー

11 月 5・6・7 日（火・水・木）
10:30 ～ 12:00 13:00 ～ 14:30 15:30 ～ 17:00

第 1 会場
アネックス

Library of the Year 2024
最終選考会

政令市図書館政策プレサミット 蔵書の健康診断！！　～欠本調査をやってみま
せんか？～書店・出版社に学ぶ図書館の品揃え

良い図書館を良いと言う 政令市を紐解き、日本の図書館政策の未来を考える

● ‌�NPO 法人知的資源イニシ
アティブ（IRI）

●‌�政令市図書館政策サミット
委員会

●‌�公益社団法人日本図書館協会

第 2 会場
アネックス

図書館で本を買う？ TRC と
日販の新プロジェクト！

認知症と図書館サービスを問
いなおす

図書館の可能性、本の可能性はまだまだこれから！ 医学と図書館情報学の両面から認
知症と図書館サービスを問い直す●‌�（株）図書館流通センター
●‌�（株）図書館流通センター

第 3 会場
アネックス

図書館・博物館の Open 化を
推し進めるために

図書館総合展で博物館を語る 博物館学芸員 vs 図書館司書

～本気の”越境”を目指して

●‌�次世代型文化施設フォーラム
／OpenGLAM JAPAN

●図書館総合展運営委員会 ●図書館総合展運営委員会

第 4 会場
アネックス

第 8回全国学生協働サミット
フォーラム
仲間と出会ってアイディアを深める場として

●図書館総合展運営委員会

第 5 会場
アネックス

グローバル人材育成と大学図
書館の役割

ゲームと教育＋ゲーミング図
書館アワード 2024

大学運営に携わる方、大学図書館のみなさまへ 皆さまの推薦＆自薦をもとに、2024 年度最高のゲーミング図書館を決定し、
表彰します！

●‌�エルゼビア・ジャパン株式会社 ●‌�ゲーミング図書館アワード
実行委員会

第 6 会場
アネックス

CiNii Research: 統合と展開 JAIRO Cloud でオープンアク
セスを実践しよう！

●国立情報学研究所 ●国立情報学研究所

第 7 会場
展示会場２F

図書館におけるゲームの利用
と著作権

未来の大学図書館を考える 
2024

ブレインテック ユーザー
研究会 2024

ゲームを図書館で利用してもらうには 世界の先進事例を通して知る、図書館のこれから

●図書館とゲーム部 ●丸善雄松堂株式会社 ●株式会社ブレインテック

第 8 会場
展示会場２F

第 9 会場
展示会場２F

ここから始まる 2050 年の図
書館

図書館が支える子どもたちの
学び

ネオシリウス・ユーザー・
フォーラム 2024

デジタルアーカイブの学校教育利活用

●‌�日外アソシエーツ株式会社 ● TRC-ADEAC株式会社 ●日本事務器株式会社




